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青
葉
の
候
、本
格
的
な
夏
を
前
に
、木
々
の
緑
が
色
濃
く
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。日
頃
は
、私
の
県
議
会
活
動
に
対
し

ま
し
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
月
定
例
会
で
は
、平
成
三
一
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

六
、一
三
〇
億
九
、八
〇
〇
万
円
が
可
決
し
ま
し
た
。こ
の
当
初

予
算
に
は
、「
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
な
ど
の
幼
児
教
育
・

保
育
の
拡
充
╱
六
九
億
六
、四
四
八
・
三
万
円
」「
酒
田
港
国
際

物
流
拠
点
化
推
進
事
業
╱
一
、八
一
六
・
三
万
円
」「
医
療
提

供
体
制
の
充
実
を
図
る
医
師
・
看
護
師
確
保
対
策
╱
八
億
八
、

五
二
五
・
五
万
円
」な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
予
算
に
対

し
て
吉
村
美
栄
子
知
事
は
、「
少
子
高
齢
化
、人
口

減
少
、人
手
不
足
、消
費
税
率
の
引
き
上
げ
、自

然
災
害
へ
の
対
応
、さ
ら
に
国
際
面
で
も
T
P
P

11
や
E
P
A
な
ど
の
困
難
な
局
面
を
打
開
す
る

た
め
の『
難
局
打
開
予
算
』で
す
」と
語
り
ま
し
た
。

　
県
は
、平
成
二
七
年
度「
一
人
あ
た
り
市
町
村

民
所
得
」を
公
表
し
ま
し
た
。そ
の
統
計
に
よ
る
と
、

酒
田
市
は
前
年
比
六
・
九
％
増
の
二
七
三
万
円
、

遊
佐
町
は
前
年
比
六
・
〇
％
増
の
二
〇
七
・
四
万

円
で
、
県
平
均
は
前
年
比
五
・
六
㌫
増
の
二
六

七
・
七
万
円
。全
三
五
市
町
村
で
前
年
比
プ
ラ
ス

と
な
り
ま
し
た
。ち
な
み
に
東
北
地
域
平
均
は
二

七
〇
・
八
万
円
、全
国
平
均
は
三
一
九
万
円
で
す
。

「
一
人
あ
た
り
市
町
村
民
所
得
」は
、企
業
の
利
潤

な
ど
も
含
ん
だ
各
市
町
村
の
経
済
全
体
の
水
準

を
表
し
た
指
数
で
す
の
で
、個
人
の
給
与
や
実
収

入
な
ど
と
の
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、毎
年
目
が

離
せ
な
い
県
内
市
町
村
ご
と
の
経
済
状
況
を
知
る

う
え
で
の
大
切
な
数
字
で
す
。

　
酒
田
港
機
能
強
化
の
一
号
コ
ン
テ
ナ
ク
レ
ー
ン

更
新
工
事
で
は
、新
た
な
ク
レ
ー
ン
の
据
え
付
け
作
業
が
進
ん

で
い
ま
す
。六
月
末
ま
で
に
作
業
を
終
え
て
運
用
さ
れ
る
と
、い

よ
い
よ
酒
田
港
で
の
二
隻
同
時
の
荷
役
作
業
が
行
な
わ
れ
る
日

も
間
も
な
く
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、県
民
の
い
の
ち
、県
民
の
暮
ら
し
、県
民
の
み
ど

り
を
守
る
た
め
に
、日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
も

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。深
緑
の
茂

る
こ
の
頃
、皆
様
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

1.

平成30年12月25日（火）、
｢山形田沢っ子 こぐぞ～クラブ｣の
皆様が県庁へ表敬訪問されました。

吉村美栄子知事に一輪車世界大会と
全国一輪車マラソン大会の結果報告。

そして、次回大会への活躍や
今後の抱負を報告されました。

平成31年3月4日（月）、
県議会平成31年2月定例会の

予算特別委員会において
委員長職務代理を担当いたしました。

吉村美栄子知事が提唱した
｢やまがたモリノミクス｣などについて

議論がかわされました。

平成30年11月17日（土）、
新潟県・庄内エリア

プレ・デスティネーションキャンペーンの
企画列車｢食べっしゃ号｣を

酒田駅にてお迎えしました。この列車は、
米沢から初冬の美食・美酒を堪能しながら

庄内へと向かう企画列車で、
置賜と庄内の相互交流を重ねることにより、

新たな連携を模索するなど、
大変有意義な取り組みでした。

庄　 内　 の　 声、　 県　 へ　 国　 へ　 ボ　 ト　 ム　 ア　 ッ　 プ
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平成31年3月17日（日）

設立10周年記念式典および芸術祭に
参加。式典では来賓祝辞を担当。皆様の
多彩で素晴らしい作品に、感動しました。

東陽コミュニティ振興会
記念式典に参加（酒田市）

平成31年3月23日（土）

東北中央自動車道東根IC～東根北IC
間の開通式に出席。子どもたちによる
｢小田島田植え踊り｣が披露されました。

東北中央自動車道
開通式に出席（東根市）

平成31年3月1日（金）

「山寺長寿会」が行なう「山寺健康おでか
け隊」と「地域包括ケアシステム」につい
ての質問に対する答弁をお伝えしました。

酒田市山寺地区の皆様が
県議会議場を訪問（山形市）

平成31年2月27日（水）

県議会が明治12年2月27日に山形県会
として初めて開催されてから140周年を
迎えた日に、一般質問を担当しました。

平成31年2月定例会の
一般質問を担当（山形市）

活
動
日
誌

石
黒
さ
と
る

一般質問

大型クロマグロとアワビの海面養殖など、
飛島の漁業振興の課題と可能性

石黒覚・議員／質問●

　私は、機会あるごとに飛島の
振興について議論をしてきました。
周囲約１０㎞の飛島に、昭和15
年には1,700人、平成25年には
240人。そして平成31年には195
人（1月31日現在）が暮らしていま
す。計算すると、昭和15年から平
成31年までに島民は1,505人減。
79年間で割ると、年間約19人が
減少しています。例えば平成25
年から5年間、平均19人減少し
たとすると95人減。よって平成31
年の島民は145人のはずです。
実際は5年間で45人減少ですの
で、スピードは少しだけダウンして
いると考えます。屁理屈だと言わ
れるかもしれません。しかし私は、
近年の施策の展開により、飛島

への移住者や若者の活動によっ
て、飛島が少しずつ元気を取り
戻している証だと信じています。
　私は毎年訪れる飛島で、イカ
の刺身をお腹一杯食べたいと
思って行くのですが、かなわない
のが現実です。漁師の高齢化や
環境変化などで、飛島の漁業は
極めて厳しい状況です。一方、テ
レビ番組では、飛島周辺でクロマ
グロが奇妙な行動をすることが
報じられました。もしかすると産卵
準備行動ではないかとの憶測も
ありました。飛島周辺には豊富な
クロマグロ資源があり、小型のク
ロマグロを漁獲してきたようです。
　飛島の振興についてどのよう
に取り組み、どのような課題をど
うとらえているのか伺います。

農林水産部長／回答●

　飛島の漁業は、個人規模の沿
岸漁業が中心で、漁業者は高齢
化に加え、平成17年の94人から
平成27年は43人と減少し、平成
29年の生産額は約1億円と10年
前から半減しています。
　県は、飛島の振興として、トビ
ウオやイカなどの加工品開発や
アワビの海面養殖の導入を支援。
しかし、規模が小さく需要に応じ
た出荷ができず、豊富な資源が
活用されていないことと、台風に
よる施設の流失により養殖の再
開が困難になっているなどの課
題があります。こうした課題への
対応は、県漁協が平成30年に開
発した「シャキとろぎばさ」に続く、
サザエやアワビなどの加工品開
発や、水産資源を維持するため
の種苗放流を推進し、生産規模
の拡大を図っています。また、海

面養殖は安定した収入が得ら
れることから、アワビの海面養殖
の再開に向け、酒田市や県漁協
と検討を進めています。
　漁業者が減少するなか、新規
就業者の確保は、「合同会社と
びしま」の影響もあり、平成29年
に2人の若い漁業者が就業。今
後は漁業者の協力を得ながら、
「全国漁業就業支援フェア」など
で島のPRを展開し、飛島への新
規就業を働きかけます。また、ク
ロマグロについては、30㎏以上
の大型魚の漁獲枠を活用する
ため、水産試験場が収集した大
型クロマグロの漁場情報の提供
と、深い水深を泳ぐ大型クロマグ
ロを漁獲する漁具を漁業者に普
及し、所得の向上につなげます。
　県は、これらの取り組みを進め、
酒田市、県漁協など関係団体とと
もに、飛島の漁業振興を図ります。
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建設常任委員会

石黒覚・委員●平成30年12月に成
立した水道法改正により、今後は
民間がつくった水を飲むことになる
のではと、県民が不安を持っていま
す。簡単に民営化することはないと
県民に説明する必要があります。
危機管理課長●海外では民営化
による料金の高騰やサービスの低
下などにより、再公営化される実例
が多くなっています。また、宮城県
の検討会では、長期間運営を委ね

ることから、災害時の対応、撤退リ
スク、企業の監視方法などが懸念
されています。水道が県民の安全・
安心な暮らしや経済活動を支える
重要な役割を担うことを考えると、
民営化の導入を検討する場合に
は、時間をかけて慎重に検討する
必要があると考えています。
石黒委員●今回の改正で民営化
の選択肢ができただけで民営化し
なさいということではありません。市

町村とともに民営化に至らないよう
議論してほしいです。
危機管理課長●企業局は広域連
携検討会で、市町村とともに持続
可能な経営を行なうために、広域
連携の検討を進めています。仮に
民営化について検討する状況に
なった場合は、慎重に行なう必要
があると考えています。現在、民営
化の検討は行なっていません。
石黒委員●企業管理者は、どのよ
うな水を供給すると考えですか。

企業管理者●企業局は広域水道
用水供給事業として水を供給し、
市町村が県民に水を供給していま
す。その一方、人口減少などの課
題があり、円滑に運営を続けるため
の選択肢として、改正水道法に民
営化が盛り込まれたと捉えています。
水道法改正により懸念の声が上が
ったことは、行政に対する県民の信
頼の大きさの裏返しであると思いま
す。企業局は、県民の声にしっかり
と応えていきたいと考えています。

水道法改正による、命の源である水道事業への影響について

広域交通ネットワークの整備・利用に関連する主な令和元年度当初予算
国土交通省［直轄事業］●日本海沿岸東北自動車道（酒田みなと～遊佐）………50億3,000万円
国土交通省［直轄事業］●港湾整備事業、重要港湾・酒田港………17億8,800万円
県土整備部●酒田港施設整備費（コンテナターミナル機能強化のためのふ頭用地造成およびコンテナクレーンの更新・大型化など）………8億0,700万円
県土整備部●インバウンド機能強化推進事業（庄内空港、山形空港の機能強化［滑走路2,500m化］に向けた検討調査）………2,568.7万円
企画振興部●航空ネットワーク拡充事業（庄内空港へのLCC新規就航に向けた支援）………7,112.7万円

●総務常任委員会
●産業振興・人材活用対策
　特別委員会（委員長）
●予算特別委員会

所属委員会（令和元年度）

議会日程（平成31年、令和元年）

●平成31年2月定例会
会期●2月19日（火）～3月14日（木）、24日間
●令和元年5月臨時会
会期●5月22日（水）～28日（火）、7日間

●予算特別委員会（平成31年）
開催日●3月1日（金）、3月4日（月）、
3月5日（火）

開催日●1月23日（水）、2月15日（金）、
2月19日（火）、2月22日（金）、3月6日（水）、
3月13日（水）、3月14日（木）、4月22日（月）、
5月7日（火）、5月17日（金）、5月22日（木）、
5月27日（月）

●議会運営委員会（平成31年、令和元年）

●建設常任委員会（平成31年）
開催日●1月24日（木）、2月21日（木）、
3月7日（木）、3月8日（金）、3月11日（月）

●代表世話人会（令和元年）
開催日●5月7日（火）、5月13日（月）、
5月17日（金）、5月22日（水）、5月27日（月）

●世話人会（令和元年）
開催日●5月17日（金）、5月22日（水）、
5月27日（月）


